横浜いずみ学園リスクマネージメントに関する指針
社会福祉法人横浜博萌会　横浜いずみ学園

１　目　的

　この指針は、横浜いずみ学園における事故、事件、トラブル、災害等のリスクについて予防・再発防止を目指し、職員、利用児の安心・安全の体制を確立する為に必要な事項を定める。

２　本指針においての「リスク」の定義

(1)医療事故(法定伝染病、集団食中毒を含む)

(2)交通事故

(3)事件

(4)トラブル(性的トラブルを含む)

(5)災害

　(6)人権侵害(職員間のセクシャルハラスメント、パワーハラスメント等を含む)
　(7)職員の不適切な労働環境及び状態
３　この指針の基本的な考え方
　横浜いずみ学園の理念と利用児の安心・安全の確立を目指すために、最大限のリスクマネージメントに努める。

４　委員会の設置

　前条の目的を達成するために「リスクマネージメント委員会」(以下「委員会」という)を設立する。

(1)委員会構成メンバーは、園長及び課長がその任を当たる。
(2)委員長には園長が当たる。

(3)委員会は「運営会議」と同時開催とし、臨時会は委員長の判断で随時開催する。

(4)委員長は、委員会の内容を理事長に報告を行う。

(5)各課課長は、各課においての利用児の指導、治療、教育等あらゆる場面においてシステム、設備等のヒヤリハット事例の収集を行う。
５　委員会の業務

(1)事故防止マニュアル等各種マニュアルの点検、見直しをしリスクの軽減を図るとともに必要に応じて改定を行う。

　(2)各課長より提出されたヒヤリハット集の分析、再発防止策の検討、策定、実施、及び実施後の評価を行う。
　(3)万が一事故等が発生した場合、対応後の分析、再発防止策の検討、策定、実施、及び実施後の評価を行う。

　(4)リスク軽減のために行う、指示・提言を行う。
　(5)職員の労働状態については、園長及び課長による面談等で把握する。

　(6)その他安心・安全対策に関すること。

６　事故発生時等における基本方針

　事故発生時等の場合には、別紙「各種マニュアル」に基づいて原則複数で適切に対処する。

７　リスク軽減のための基本方針
　(1)各課内における業務改善提案など創意工夫を積極的に提案できる環境を整備するとともに研修等を通じて職員の意識の高揚を図る。

　(2)「横浜いずみ学園苦情解決要綱」により対応した情報以外にも、日常的に利用児及び家族、児童相談所関係者、教員等より情報を収集し必要なものは委員会において検討、対応行う。
８　指針の見直し

　本指針は委員会において定期的に見直し、必要に応じて改正するものとする。

附　則

本指針は、平成25年4月1日より施行する。

